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2k2peqD(pk)′-7(pk)… 1 (19)

ここで,MkはM(y)のフーリエ成分で,Mo -1と規格化してあるとす.るO (19)は pkを定

める式｡気体 regimeでは, pk…… とする｡これから,全 kink数のゆらぎ (k-0)の2乗

平均が,初期に∝ とにて増大し,最大値を経て,♂ (β*)の負帰還の効果で終期には速やかに

ゼロにゆくこと,又, (18)の逆変換で得られる空間相関には,着目するkinkから距離

/*(≠)(≦ /)のところに相関空孔があらわれることがわかる(/*(≠)は との減少函数 )0

この空孔は斥力相互作用に起因す'るのではなく,既にkinkが有る近所には核生成しにくいと

いう,履歴を含んだ今のモデルの特徴を反映するものである｡
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-柏状態にある二元合金や混合液体などにおいて,温度や圧力などの外部パラメーターを急

激に変化させ準安定状態にすると,二相状態-の相分離が起こり,マイノリティ柏が ドロブレ

ットとして成長していく1)｡特に,Ostwaldripening2)と呼ばれる相分離の復期段階では,大

きな ドロブレットが小さなドロブレットを犠牲にして成長する｡

最近我々は,簡単なモデルの下に,マイノリティ相の ドロブレットのサイズ分布を記述 しう

る kinetic方程式を導出した3)｡この理論は,平均的な運動のまわりの揺らぎをも議論しうる

統計力学的な理論である4)｡後期段階におけるサイズ分布f(R,i)に対する主な結果は,吹
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｢パターン形成の運動及び統計｣
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の通 りである5)0

£ f(Rか αDk 去 [1- p ･ 厚

/＼

×(u(p)+C(R,i))]f(R,i)

ここで,

p-R/哀(i)(哀(i):平均半径 )

V(p)= p(7n2- P)

〈 ∂

C(R･t)=C(R･t)+盲盲E(R･t)

(C(R,i),E(R,i)はRの複雑な関数6) )

である｡

また,Qは全過飽和度,7nnは次式で定義されるモーメントである.

mn-JdRpnf(R･i)/JdRf(R,i)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

前回の本研究会では,式 (1)をf(R,i)に対して scaling解を仮定して,即ちlongtimelimit

で解いた｡今回は,式 (1)を直接,時間発展方程式として計算機を使用して解き,後期段階

(Q:一定 )からscalingregion(I(R,i):scaling解をもつ)-の transientbehaviorを調

べた 6)0

図1(a),(b)は,ふたっの異なる初期関数に対して,前回求めたscaling解 (点線 )が アト

ラクターになっていることを示している｡このほかf(R,i)の標準偏差,かたより度,成長

率などもscaling 解に近づいて行くことがわかっている｡図2(aト (C)は,江口,友晴ら7)

によって行なわれたA卜Li合金の結果と比較したものである｡初期関数としては, (a)の実

験結果を再現する関数を選んでいる｡図3(a)-(C)は,同じ合金で異なる時刻,温度につい

て行なわれた実験結果との比較である｡ (a) 平均半径, (b) 標準偏差, (C) かたより度

を示している｡
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